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運
動
会
に
向
け
て
、
一
緒
に
活
動
を

し
た
こ
と
を
経
て
、
年
少
児
と
年
長
児

の
自
然
な
か
か
わ
り
が
深
ま
っ
て
き
ま

し
た
。

　

四
月
当
初
か
ら
、
年
長
児
が
年
少
児

の
体
位
測
定
の
着
替
え
を
手
伝
っ
た
り
、

手
を
つ
な
い
で
園
外
保
育
に
出
か
け
た

り
し
て
き
ま
し
た
。
一
緒
に
お
弁
当
を

食
べ
た
り
、
な
か
よ
し
遊
び
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
最
初
は
、
ど
う
し
て
あ
げ
た
ら
よ

い
の
か
戸
惑
う
姿
も
あ
り
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と

ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
が
、
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

先
日
の
、
イ
モ
掘
り
遠
足
の
帰
り
道
で
の
こ
と
。

サ
ツ
マ
イ
モ
の
入
っ
た
重
た
い
袋
を
年
少
児
が
引
き

ず
り
な
が
ら
持
っ
て
い
る
と
、
ペ
ア
の
年
長
児
が
さ

り
げ
な
く
手
を
伸
ば
し
、
一
緒
に
持
っ
て
あ
げ
て
い

ま
し
た
。
自
分
の
大
き
な
袋
を
持
つ
の
さ
え
大
変
な

の
に
、
相
手
の
こ
と
を
助
け
て
あ
げ
よ
う
と
す
る
姿

に
、
成
長
を
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
園
庭
で
は
年
少
児
が
は
ち
ま
き
を
し
て
、

年
長
児
の
リ
レ
ー
に
仲
間
入
り
で
す
。
運
動
会
の
競

技
で
年
長
児
が
し
て
い
た
リ
レ
ー
を
応
援
す
る
う
ち

に
、
自
分
た
ち
も
し
て
み
た
く
な
っ
た
よ
う
で
、
と

て
も
張
り
切
っ
て
走
っ
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
で
は
、
年
長
児
と
年
少
児
の
か
か
わ
り
を

通
し
て
、
相
手
を
受
け
入
れ
る
気
持
ち
や
思
い
や
る

気
持
ち
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

　

そ
し
て
、
や
っ
て
も
ら
っ
た
経
験
は
、
次
に
し
て

あ
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
年
少
児
は
年
長
児
の
姿
に
憧
れ
の
気
持
ち
を

抱
き
、
生
活
が
豊
か
に
意
欲
的
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

異
年
齢
の
友
達
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
の
子
ど
も

た
ち
の
成
長
が
、
今
後
も
楽
し
み
で
す
。
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「
師
走
」
に
入
り
、
街
の
様
子
も

慌
た
だ
し
さ
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、空
き
巣
や
金
融
機

関
帰
り
を
狙
っ
た
ひ
っ
た
く
り
等

の
犯
罪
の
ほ
か
交
通
事
故
も
多
く

な
り
ま
す
。
犯
罪
被
害
や
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
十
分
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、兵
庫
県
下
で
は
依
然
振
り

込
め
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

　

芦
屋
警
察
署
で
は
、
こ

の
時
期
、
年
末
特
別
警
戒

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
を
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
時
は
、
一
一
〇

番
、
ま
た
は
芦
屋
警
察
署

へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　本市を含めた大阪湾沿岸の１府２県17市３町で構成する「大阪湾環境保
全協議会」では、将来を担う子どもたちに、大阪湾の環境の大切さを引き継
ぐことをテーマに、「大阪湾かるた」を作成しました。　これは、大阪湾の
環境のほか、歴史・文化等も取り入れ、大阪湾を考えるためのかるたです。
　このかるたを、市民の皆さんに貸し出し（最大20部まで）ます。
　家族やグループの「かるた大会」や催しなどで、ぜひご利用ください。

※なお、大阪湾環境保全協議会ホームページ（http:/ /www.osaka-wan.jp/）
　からダウンロードして、印刷・作成することもできます。
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①
自
動
車
の
利
用
を
控
え
、
通
勤
や
外
出

　

に
は
、
電
車
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

　

機
関
や
、
自
転
車
の
利
用
を
心
掛
け
ま

　

し
ょ
う
。

　

＊「
毎
月　

日
の
阪
神
地
域
ノ
ー
マ
イ

２０

　

カ
ー
デ
ー
」や「
毎
月
最
終
金
曜
日
は
、

　

マ
イ
電
車
・
マ
イ
バ
ス
の
日
」に
協
力
し

　

ま
し
ょ
う
。

②
駐
停
車
時
に
は
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を

　

ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。

　

＊「
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
運
動
」

　
　

に
、協
力
し
ま
し
ょ
う
。

③
適
正
速
度
で
、空
ぶ
か
し
や
急
発
進
・
急

　

停
止
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

＊「
自
動
車
公
害
防
止
月
間
運
動
」（
十

　
　

一
月
〜
一
月
）に
、協
力
し
ま
し
ょ
う
。
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①
暖
房
器
具
の
設
定
温
度
は
、
二
〇
度
を

　

目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
電
気
器
具
の
ス
イ
ッ
チ
は
、
こ
ま
め
に

　

切
り
ま
し
ょ
う
。

　

＊�
主
電
源
オ
フ
運
動�
に
、
ご
協
力
く

　
　

だ
さ
い
。

③
冷
蔵
庫
は
、
詰
め
込
ま
ず
、
不
必
要
な

　

開
閉
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
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①
買
い
物
時
は
、過
剰
包
装
を
断
り
、買
い

　

物
袋
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

②
カ
ン
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
分

　

別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
参
加
し
ま

　

し
ょ
う
。

③
使
い
捨
て
商
品
の
使
用
を
控
え
、
物
を

　

大
切
に
長
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

④
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
や
エ
コ
マ
ー
ク
商
品

　

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
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市
民
一
人
一

人
が
気
を
付
け

て
、
犯
罪
の
な

い
、
安
全
で
安

心
な
年
末
年
始
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。
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���　平成22年１月11日
（月・祝）①午後１時～２時
30分〈同級生・恩師との交流
会〉②午後２時30分～３時
30分〈式典〉　���　ルナ
･ホール　����平成元

年４月２日～２年４月１日生まれのかた。
※11月１日現在、本市の住民基本台帳および
外国人登録簿に記載・登録されているかたに
は12月中旬に案内状をお送りします。なお、
案内状がなくても入場いただけます。

��

　

私
が「
独
学
・
忠
臣
蔵
」（
四
六
判
・
四
〇

八
ペ
ー
ジ
）を
出
版
し
た
の
は
、平
成
十
八

年
の
十
二
月
十
四
日
、
赤
穂
四
十
七
士
が

吉
良
邸
討
ち
入
り
を
決
行
し
た
の
と
同
じ

日
で
す
。
こ
の
本
は
、
芦
屋
市
立
図
書
館

に
も
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
か
た

は
、
ぜ
ひ
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

城
主
に
よ
る 
刃
傷
沙
汰 
に
端
を
発
し
、

に
ん
じ
ょ
う
ざ
た

お
家
断
絶
・
城
明
け
渡
し
を
経
て
、
浪
士

に
よ
る
討
ち
入
り
・
切
腹
に
至
る
一
連
の

「
赤
穂
事
件
」
は
、
三
百
年
以
上
経
っ
た

現
在
で
さ
え
、
年
末
の
恒
例
行
事
の
よ
う

に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
情
報
過
多
の
せ
い
か
、
近
年
は
正
確

に
認
識
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　

例
え
ば
、
旧
暦
の 
閏
月 
に
気
付
か
ず
に

う
る
う
づ
き

ひ
と
月
数
え
間
違
っ
た
り
、
ま
た
、
元
禄

時
代
で
は
「（
御
）

公
儀
」「
赤
穂
領
」

「
家
来
・
家
臣
」と

す
る
べ
き
な
の

に
、「
幕
府
」「
藩
」

「
藩
士
」と
、
幕
末
の
私
的
慣
用
語
を
無
頓

着
に
使
っ
て
い
る
テ
レ
ビ
・
小
説
・
歴
史

書
な
ど
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
広
報
課
が
取
材
で
訪
ね
て

く
る
と
い
う
の
で
、あ
ら
か
じ
め
芦
屋
と

赤
穂
事
件（
忠
臣
蔵
）と
の
接
点
の
有
無
を

調
べ
て
み
ま
し
た
。
も
と
も
と
芦
屋
は
、

忠
臣
蔵
と
は
本
質
的
に
無
縁
と
い
え
る
土

地
柄
な
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
江
戸
と
赤

穂
間
の
通
り
道
で
、
芦
屋
の
里
を
東
西
に

延
び
て
い
た
山
陽
道（
西
国
街
道
）に
、わ

ず
か
に
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
し
た
。

　

赤
穂
城
主
浅
野 
内
匠
頭 
は
、 天  
和 
三（
一

た
く
み
の
か
み 

て
ん 
な

六
八
三
）年
八
月
、十
七
歳
で
初
の
お
国
入

り
の
後
、 刃
傷
 事
件
で
切
腹
と
な
っ
た
三

に
ん
じ
ょ
う

十
五
歳
ま
で
に
、
八
回
の
参
勤
交
代
で
、

芦
屋
の
街
道
を
往
復
し
て
い
ま
す
。

　

元
禄
十
四（
一
七
〇
一
）年
三
月
十
四
日

に
江
戸
で
起
き
た
刃
傷
事
件
と
、
殿
様
切

腹
の
悲
報
を
持
っ
て
、 
国
許 
赤
穂
へ
急
ぐ

く
に
も
と

早
か
ご
も
芦
屋
を
駆
け
抜
け
て
い
ま
す
。

　

開
城
後
、
播
州
一
円
に
雌
伏
す
る
浪
士

も
、
や
が
て
芦
屋
を
通
り
江
戸
を
目
指
す

の
で
す
。
中
に
は
、
街
道
の
往
来
だ
け
で
な

く
、
芦
屋
に
歌
を
留
め
た
人
が
い
ま
し
た
。

　

四
十
七
士
の
一
人
、 
大
高
源
五 
は
、
探

お
お
た
か　

げ
ん
ご

索
で
吉
良
の
確
実
な
在
宅
情
報
を
つ
か
み

討
ち
入
り
を
成
功
さ
せ
た
殊
勲
者
で
す
が
、

俳
人（
号
・ 
子
葉 
）と
し
て
も
有
名
で
し
た
。

し
よ
う

　

お
家
盛
ん
な
こ
ろ
の
元
禄
十（
一
六
九

七
）年
七
月
、主
君
の
参
勤
交
代
の
お
供
で

江
戸
か
ら
赤
穂
に
帰
る
途
中
、当
時
二
十

六
歳
の
源
五
が
著
し
た 「
丁
丑 
紀
行
」に
、

て
い
ち
ゅ
う

芦
屋
を
詠
ん
だ「
猿
丸
へ 
手
向 
け
申
さ
ん

た
む

木
の
實
な
し
」の
一
句
が
、今
に
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

西
宮
か
ら
一
里
ば
か
り
西
に
進
ん
だ
所

の
山
の
手
に
、
三
十
六
歌
仙
の
一
人
と
も

い
わ
れ
る
猿
丸
太
夫
の
宮（
現
芦
屋
神
社
）

が
見
え
て
き
た
の
で
、敬
意
を
表
し
て
お

参
り
し
よ
う
と
思
う
が（
サ
ル
の
好
む
）木

の
実
が
な
い
と
い
っ
た
内
容
で
し
ょ
う
か
。

　

私
の
好
き
な
歴
史
小
説
家
・
海
音
寺
潮

五
郎
氏
が
言
っ
た
「
忠
臣
蔵
は
民
族
の
大

ロ
マ
ン
で
あ
り
、
日
本
人
の
精
神
文
化
面

に
お
け
る
大
遺
産
で
あ
る
」
と
の
至
言
を
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
く
こ
と

が
、
私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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昭
和
十
六
年
十
一
月
二
十
九
日
、
下
関
市

生
ま
れ
。
戦
後
、大
阪
・
神
戸
・
西
宮
を
経
て
、

昭
和
五
十
八
年
か
ら
芦
屋
市
緑
町
在
住
。

　

昭
和
三
十
年
こ
ろ
に
観
た
松
竹
映
画
「
忠

臣
蔵
／
花
の
巻
・
雪
の
巻
」・
う
し
お
そ
う
じ

作「
ま
ん
が
赤
穂
浪
士
」に
感
動
し
、
以
来
、

独
自
の
視
点
で
調
査
研
究
す
る
か
た
わ
ら
、

講
座
・
講
演
な
ど
で
伝
承
に
努
め
て
い
る
。

　

昭
和
三
十
七
年
か
ら
平
成
十
四
年
三
月

末
ま
で
西
宮
市
役
所
勤
務
。
平
成
三
年
に

は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ「
ク
イ
ズ
難
問
即
答
・
忠
臣
蔵
」

に
出
場
、優
勝
す
る
。平
成
十
八
年
出
版
の

「
独
学
・
忠
臣
蔵
」は
、翌
十
九
年
に
全
国
新

聞
社
出
版
協
議
会「
ふ
る
さ
と
自
費
出
版
大

賞
」で
、
郷
土
文
化
部
門
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
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平
成
二
十
二
年
一
月
十
七
日
で
、「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
」
か
ら
十
五
年
を
経
過

す
る
に
あ
た
り
、
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
た

め
「
１
・
１
７
芦
屋
市
祈
り
と
誓
い
」
を

行
い
ま
す
。
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平
成
二
十
二
年

　
　
　
　

一
月
十
七
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
七
時
〜
午
後
五
時

�
�
�
　

芦
屋
公
園
内
（
浜
芦
屋
町
）

　
　
　
　
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災 
慰
霊
と

　
　
　
　
　

復
興
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
前

�
�
�
　

自
由
に
、
記
帳
・
献
花
に

　
　
　
　

お
越
し
く
だ
さ
い
。
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※献花用の花は、市で用意します。
※供花や供物などは、固く辞退します。
※駐輪場・駐車場はありません。ご注意ください。
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����������　１月17日（日）午前８時30分スター
ト（８時受け付け開始）　���　川西運動場　���　
人と防災未来センター（ＨＡＴ神戸）までの10㎞を歩く
��������	
����　１月17日（日）午前11時50分～
午後０時30分※献花は、午後５時まで受け付け　���
　人と防災未来センター（ＨＡＴ神戸）
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　市では、平成22年11月10日「市制施行70周
年」を記念し、市民の皆さんに撮影していた
だいた芦屋の美しい風景を、記念写真集「芦
屋の四季・70選」に掲載、未来へと芦屋の景
色を残していきたいと考えています。
　第３期募集分の締め切りは、平成22年４

月２日（金）です。多くの皆さんのご応募を、お待ちしています。
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�� � �　平成22年１月～３月〈冬・春〉芦屋の風景セレクト
�����　＜第２期募集＞今回撮影した市内の風景写真　
�����　市内在住・在勤・在学のかた　
�����　カラー・デジカメプリント２Ｌサイズ（１人３枚以内）
�����　各期ごとに、選考作品に図書カード（3,000円）進呈　
�����　応募作品の裏面に、住所・氏名・年齢・電話番号・作品タイ
　　　　　　トル（撮影場所）・撮影年月日を明記の上、平成22年４月２
　　　　　　日（金）＜消印有効＞までに、郵送または持参で広報課へ
�����　選定委員により、各期ごとに10点～20点を選考　
�� � �　作品は、未発表の写真に限ります。応募作品の使用権は市
　　　　　　に帰属し、作品は返却しませんので、ご了承ください。
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���　平成22年１月５日～２月21日　���　《第１部》カメラ・
アイ〈阪神・淡路大震災「市内の情景」 記録写真展〉／《第２部》コレク
ション展３「震災と美術」〈当館美術コレクションで見る「震災と美
術」〉　����　中学生以上300円〈同時開催企画展を含む〉
�������	
�������������
���　平成22年１月17日（日）午後１時30分～３時　���　美博１
階ホール　������　大阪芸術大学教授・大森一樹氏、前芦屋市
助役・中野正勝氏、芦屋市婦人会長・広瀬忠子氏、元芦屋市ボランティ
ア委員会写真記録部長・高嶋敏展氏、本館学芸課長／コーディネー
ター：関西学院大学教授・角野幸博氏　���　100人　����　要
観覧券　������直接会場へ　＊終了後、ティーパーティ開催
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　芦屋の魅力の１つに、山と海が近いということが
よくあげられます。
　本展では、江戸時代に六甲山がどのように利用さ
れていたかを、当館に寄贈いただいた「絵図面」・「古
文書」を中心に、紹介します。お楽しみください。

���　平成22年１月５日～２月21日　����　
中学生以上300円〈同時開催企画展を含む〉
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���　１月５日～３月７日〈※２月22
日～26日は展示替えのため休館〉　��
��　中学生以上300円（＊２月27日～３
月７日は、「第27回造形教育展」と同時開
催のため無料）
※本展は、小学校３年生の課外授業とし
　ても実施しています。
※ギャラリーでは、古今雛の展示も実施。


